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二つの伝える力





TOYAMAに生まれ TOYAMAに育ち

ここに住んでいて良かった

「立山連峰、富山湾、チューリップ」
の構成で美しい富山をアピール

CLUB NAME～名称～

愛するチームを共に『語れ歌え』

（イタリア語のcantare）

『勝て』（富山の方言である「勝た

れ」） という意味を込めた。

併せて、頂点を目指してサポー

ターと肩（カタ）を組んで共に『行こ

う』（フランス語のaller）という

チームの姿勢をあらわしている。

CLUB EMBLEM～ｴﾝﾌﾞﾚﾑ～

KATALLER
クラブ名称 KATALLER TOYAMA

クラブ呼称 カターレ富山

クラブ創設 2007年11月

所属リーグ 日本プロサッカーリーグ

所属デヴィジョン J3リーグ

ホームタウン 富山市を中心とする全県

クラブ概要

2007 富山県民サッカークラブ運営会社設立

2008 Jリーグ準加盟

2009 Jリーグ入会 J2リーグ

2015 J3リーグ降格

沿革

J1

J2

J3

20チーム

22チーム

15チーム

2021シーズン

サッカースクール事業

性別、年齢、国籍、障がいの有無に関わらず、この街に住むすべて

のひとが「この街に住んでいて良かった」と感じれる場所を創る。

我々は関わるすべての方と共にONE TOYAMAの実現を目指します！

富山県の経済的なポテンシャルの高さ

富山県民の地域愛

富山県におけるサッカー事情

『カターレのある街』⇔『J1で活躍する』

育成アカデミー

スポンサー企業

社会貢献活動

地域全体の豊かさがもたらすプロスポーツ事業投資

への高いポテンシャル!! 全国第5位
<法人１社あたりの全国所得金額ランキング>

順位 都道府県 所得金額[千円] 順位 都道府県 所得金額[千円]

1 東京都 44,188 6 京都府 12,759

2 大阪府 24,003 7 広島県 12,627

3 愛知県 20,699 8 山口県 12,535

4 山梨県 14,579 9 福岡県 11,664

5 富山県 13,318 10 愛媛県 11,329
出展：国税庁（統計情報）：法人税（平成28年度）

<全国幸福度ランキング>

順位 都道府県 幸福度 順位 都道府県 幸福度

1 宮崎県 74.0 6 鳥取県 69.8

2 沖縄県 72.2 7 京都府 68.8

3 大分県 70.3 8 富山県 68.7

4 福井県 69.8 9 熊本県 68.6

5 石川県 70.0 10 香川県 68.2

出展：ブランド総合研究所：都道府県「幸福度」ランキング2020

全国第1位『全国住み続けたい街ﾗﾝｷﾝｸﾞ』 富山市

全国第8位『全国幸福度ﾗﾝｷﾝｸﾞ』 富山県

他県と戦うスポーツ

団体の応援熱量

は高い⤴

<富山県競技人口>

順位 種目 登録者（人）

1 サッカー 7,901

2 バスケットボール 6,048

3 バレーボール 4,549

参考資料:各協会都道府県別登録情報（2019）

『富山県内における競技スポーツ人口』 県内第1位

柳澤敦（射水市出身）2002/06FIFA W杯出場

富山第一高校 全国高校選手権大会 優勝

潜在力の高い

サッカー事業で

富山人としての誇り

を高めることが可能

750人

●

●
●

●

4歳-12歳

スクール生

富山の未来を創造する

富山人の育成

TOYAMA

KUROBE
TAKAOKA

TONAMI

カテゴリー 選手数（人）

U18 31

U15 57

U12 25

未来のJリーガーの育成！ U18小川遼也選手

将来社会で活躍できる魅力ある人材の育成
（U17日本代表）

Jリーグ屈指のスポンサー企業数 550社

企業様同士の繋がりで新たなビジネスチャンス‼

●ビジネス交流会

●BtoB/BtoC

●共済イベント

地域社会と連携した活動は年間100回以上

地域に根ざすサッカークラブ

●高齢者施設訪問

●障がい者ｲﾍﾞﾝﾄ

●外国人向けｲﾍﾞﾝﾄ

●学校訪問

<PHILOSOPHY┃理念>

～富山維新～
2021必達目標

～J2復帰～
富山県とプロサッカー事業の親和性 カターレ富山の地域事業

富山維新
-Ｊ２復帰- 株式会社カターレ富山

CLUB INFORMATION
クラブ情報



生涯の楽しみ

球際の攻防 ゴールの喜び

スタジアムでの楽しみ

スポンサー企業様訪問サポーターの熱気

未来の富山人の育成

未来のJリーガー

株式会社カターレ富山

勝利後の歓喜

カターレのある暮らし

高齢者施設での試合観戦 営業の必死

富山維新
-Ｊ２復帰- 株式会社カターレ富山

CLUB PHOTO
写真



<事業パフォーマンス比較表> 今後のステップアップに向けて

富山維新
-Ｊ２復帰- 株式会社カターレ富山

CLUB BUISINESSPLAN

１. 売上
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２. 入場料 ３. 物販

５. スポンサー料 ６. 強化費
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現状 → J2平均 / 3.2倍(▲11.4億円)

(Jﾘｰｸﾞ分配金＋1.2億円込み/2.6倍)

現状 → J2平均 / 6.7倍(▲1.7億円)

◇ 施策 ＋0.8億円

未達 0.9億円(0.8億円-1.7億円)

の対策が必要

現状 → J2平均 / 5.0倍(▲0.8億円)

◇ 施策 ＋0.4億円

未達 0.4億円(0.4億円-0.8億円)

の対策が必要

現状 → J2平均 / 2.0倍(▲0.3億円)

◇ 施策 ＋0.4億円

過達 0.1億円(0.7億円-0.6億円)

現状 → J2平均 / 2.7倍(▲5.9億円)

ユニフォームスポンサーを中心に高額法人

様への更なる増額をお願いしていく

◇ 施策 ＋1.3億円

未達 4.6億円(1.3億円-5.9億円)

の対策が必要

現状 → J2平均 / 3.6倍(▲6.4億円)

◇ 施策 ＋2.7億円

強化費（今年） 2.5億円

※ 現在の売上高強化費比率(48%)を準用して

算出される理論売上値は約10.8億円

5.2億円

Ｊ３ Ｊ２ Ｊ１

Ｊ２平均売上16.6億円を達成するためには､スクール事業

を除き各事業で相当な努力が必要（▲6.3億円）

上記強化費(5.2億円)を成立させる売上規模について､

現在の売上高強化費率（48％）を準用して算出される

理論売上値は10.8億円

→ 本表施策による想定売上規模9.3億円との差額1.5億円

を埋めるためには更なる積上げが必要

一方､強化費については､選手入替えに一定の制限を設けて

チーム編成に連続性を持たせることが､強化に必要な

ファクターであることから､単にＪ２平均を目指すのでは

なく､左記で算出された強化費規模5.2億円が現実的と思料

まとめ

ビジネスプラン



富山維新
-Ｊ２復帰- 株式会社カターレ富山

CLUB SEASON SPONSORS
スポンサー一覧（２０２２年7月時点）
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